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相馬中村藩の戊辰戦争の跡を巡る旅
　　　　　　　　　　　　　相馬市千客万来館



  

相馬中村藩と戊辰戦争

○戊辰戦争中の明治元年(1868年)5月6日、仙台藩・米沢藩を中心に奥羽越列藩同盟が
成立した。相馬中村藩も、これに加盟し新政府軍と戦った。新政府軍は、いくつかの
ルートで北上したが、相馬中村藩は、茨城県平潟港から福島県浜通りを進むルートを
中心に派遣された。

「相馬中村藩が参加した主な戦いと出来事」
　　・6月29日､7月1日､7月13日　磐城平城攻防戦
　　　 ※磐城平城落城時残っていたのは、磐城平藩兵と相馬中村藩兵のみ
　　・7月22～26日ころ　広野の戦い
　　・7月30日、8月1日　浪江の戦い　
　　　 ※同盟軍は相馬中村藩兵のみ
　　・8月 6日　相馬中村藩降伏(以後新政府軍へ)
　　・8月7､9,10日　黒木の戦い
　　・8月11､16､20日　駒ヶ嶺を巡る戦い
　　・9月10日　旗巻峠の戦い
　　　※玉野でも、たびたび仙台藩と戦った記録あり
　　・9月15日　仙台藩降伏　　　　　　wikipediaより引用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(日付は旧暦表記)

白虎隊や大河ドラマ「八重の桜」などを通して,戊辰戦争では会津地方が激しい戦場にな
り、たくさんの犠牲者が出たことは知られていますが、ここ相馬中村藩も多くの戦いに参
戦し、犠牲者(武士・農民合わせて112名)がでています。今回は、相馬市付近の戊辰戦争
にゆかりがある箇所を巡ってみることにしましょう。



  

左：相馬胤真は一門家老の相馬将監
家の当主で、大坪當流馬術の免許皆
伝者。父は、新政府軍との戦いで活
躍し、広野の戦いで戦死した相馬胤
真。(父子同じ名前)

右：羽根田永清は相馬中村藩士で、
戊辰戦争に従軍し、戦後は自由民権
運動に参加。

馬陵公園内にある石碑

相馬中村藩の本拠地中村城

慶長16年(1611年)相馬中村藩初代藩主相馬利胤が築城後、260年にわたり相馬氏の居城
となった中村城。現在は、馬陵公園として市民の憩いの場となってる。

天守閣があったころの中村城



  

「戊辰戦争の戦場跡」碑
「仙台藩松山隊勇戦地」碑

戊辰戦争終盤、仙台藩は新地町南部の菅谷・高田・今泉地
区、丸森町の旗巻峠で警備を固めていた。戦闘は慶応４年
(1868年)8月7日より始まったが、11日には拠点の駒ヶ嶺城
が陥落した。その後反攻作戦が行われ、今泉地区に展開し
た亘理隊と松山隊は激戦を繰り広げ、退路を断たれた松山
隊は、多くの戦死者を出した。
※相馬中村藩は8月6日に降伏後新政府軍として参戦。

「戊辰戦争の戦場跡」碑
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A:「仙台藩松山隊勇戦地」碑

B:「戊辰戦争の戦場跡」碑

新地町今泉　共同墓地内
新地町今泉地内
(県道相馬亘理線沿い)



  

駒ヶ嶺城跡
永禄年間から天正初年に、相馬盛胤が伊達氏への防衛網を強化する
ために築き、藤崎摂津守を城将として置いた。天正17年（1589
年）5月に、伊達政宗の家臣・亘理重宗が駒ヶ嶺城を攻略すると幕
末に至るまで仙台藩領となり、駒ヶ嶺城は浜通りの伊達領最南端の
城砦となった。
慶応4年（1868年）の戊辰戦争の際には、仙台藩の浜通り方面軍の
本営が置かれたが、8月6日に相馬中村藩が新政府軍に降ると、翌7
日には新政府軍として駒ヶ嶺城攻めを開始、11日には相馬・久留米
藩兵等の攻撃により陥落。仙台藩は16日と20日の二度にわたって
奪還作戦を仕掛けたがいずれも失敗に終わった。本丸跡には城跡碑
と案内板が、南麓には「戦死塚」および「仙台藩士戊辰戦没之碑」
が建つ。

仙台藩士
戊辰戦没之碑

「戦死塚」

仙台藩士
　戊辰戦没之碑



  

旗巻峠古戦場
旗巻峠は、相馬氏の所領であったが伊達政宗
が天正13年(1585年)に金山城と同時に奪取し
た。※天正12年(1584年)という資料もあり。
戊辰戦争時は、仙台藩の重要な拠点であり相
馬中村藩が新政府軍に下った後は、同盟側の
最後の拠点となった。庄内藩・米沢藩の応援
を得て大砲4門を主軸として1200名で守りを
固める仙台藩に対し、勢いを増す新政府軍は
駒ヶ嶺城を落とした後の9月10日３方向から
攻撃を仕掛けた。これにより仙台藩は総崩れ
となり退却した。この翌日11日に仙台藩が降
伏したため、戊辰戦争中仙台藩にとって最後
の戦場となった。(案内板より抜粋)
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たくさんの石碑

相馬大内線からの進入口



  

慶徳寺　官軍墓地
慶徳寺は、相馬駅の北西、
小泉川を越えたところにあ
る小高い丘陵の入り口に
建っている。ここには、数
多くの新政府軍側の墓石が
建っている。(場所は、下
地図赤枠部分)寺院には、
墓石の碑文を記録した調書
が残されており、相馬高校

郷土部の調査によると各々の墓石には戦死者名、
法名、出身藩、死亡時年齢、戦死地が刻されてい
た。犠牲者の詳細を知る貴重な資料となってい
る。また、住職の話によると近年まで遺族の方が
お参りに見えていたそうだ。

墓石の刻文が不鮮明
になりつつあるが、
筑前藩・官軍館林
藩・長藩などという
文字が読み取れる。

墓地内には、他に「双鳥の碑」
や「天明大飢饉犠牲者供養塔」
などが祀られている。



  

洞雲寺 官軍墓地

この場所は元々、中村藩の初代藩主利胤公夫人の菩提のた
め、明暦元年(1655年)に臨済宗長松寺として創建され、藩
校ができるまで藩の学問所として利用されていた。その
後、長松寺の移転に伴い、これまであった小高地区から移
り、現在に至る。

洞雲寺(とうう
んじ)のホーム
ページには、寺
の沿革や葬られ
た官軍兵士の詳
細が記載されて
いる。

墓地内には、「相馬家墓所」に藩
主の奥方さまやご息女、「二宮仕
報の功労者 草野正辰の墓」など
が祀られている。

藩は、中村藩が官軍
に降伏する前後で犠
牲者の扱いが違わな
いように総督府に働
きかけ、同じように
供養できるよう許し
を得た。また、「戦
死姓名録」として戊
辰戦争の戦死者の名
前、戦死月日、年令
などを富田髙慶が郷
別にまとめた。


